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令
和
元
年
九
月
定
例
会
が
九
月
五
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
二
十
六
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

議
案
は
、
①
雲
南
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど

条
例
１３
件
、
②
永
井
隆
記
念
館
建
設
工
事
請
負

契
約
な
ど
一
般
事
件
３
件
、
③
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
予
算
５
件
、
④
平
成
三
十
年

一
般
会
計
歳
入
歳
出
な
ど
認
定
９
件
、
⑤
そ
の
他

諮
問
４
件
、
報
告
１４
件
で
す
。 

最
終
日
の
三
十
日
に
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

お
よ
び
平
成
三
十
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
一
名
の
反
対
が

あ
り
ま
し
た
が
賛
成
多
数
、
そ
の
他
の
議
案
は
全

会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

   

九
月
定
例
会
は
十
五
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

テ
ー
マ
で
一
番
多
か
っ
た
の
が
雲
南
市
総
合
計

画
後
期
計
画
（
含
、
総
合
戦
略
）
で
五
人
の
議
員
、

次
に
四
人
の
議
員
が
環
境
や
ご
み
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
次
は
清
嵐
荘
と
雲
南
市
さ
く

ら
の
会
（
以
下
さ
く
ら
の
会
）
を
そ
れ
ぞ
れ
三
人

の
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

さ
く
ら
の
会
の
問
題
は
、
そ
の
発
端
は
会
長
人

事
を
巡
る
同
会
の
内
部
事
情
に
よ
る
も
の
で
す
。

取
り
上
げ
た
議
員
は
、
雲
南
市
が
役
員
人
事
に
介

入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
や
役
員

の
出
張
旅
費
の
取
扱
が
適
切
だ
っ
た
か
等
を
論

点
と
し
ま
し
た
。 

さ
く
ら
の
会
に
は
雲
南
市
か
ら
年
間
約
一
千

万
円
の
交
付
金
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
時
点

（
九
月
三
十
日
）
で
平
成
三
十
年
度
総
会
が
未
だ

に
開
催
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
総
会
が
開
催

さ
れ
な
け
れ
ば
事
業
報
告
や
決
算
報
告
が
確
定

し
ま
せ
ん
。
従
っ
て
市
か
ら
の
交
付
金
が
適
切
の

使
わ
れ
た
か
ど
う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
早
期
に

問
題
収
拾
が
図
ら
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。 

 

                  

決
算
審
査
は
毎
年
九
月
定
例
会
で
行
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
決
算
を
二
名
の
監
査
委
員
で
監

査
し
、
そ
の
後
、
議
会
で
そ
の
認
定
を
行
う
手
続

き
で
す
。 

予
算
計
上
さ
れ
た
様
々
な
事
業
が
適
切
に
執

行
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
不
必
要
な
事
業
や
執
行
上

に
無
駄
は
な
か
っ
た
か
、
効
果
は
あ
っ
た
か
、
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
次
年
度
以
降
の
行
政
運
営
に

生
か
し
て
い
く
議
会
の
大
切
な
仕
事
で
す
。 

小
職
の
所
属
す
る
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

九
月
十
九
日
に
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
般

会
計
や
水
道
事
業
会
計
の
ほ
か
個
別
事
項
と
し

て
、 ① 

各
町
に
あ
る
都
市
公
園
を
今
後
ど
う
特
徴

づ
け
て
い
く
か 

② 

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
整
備
方
針 

③ 

道
路
愛
護
事
業
の
あ
り
か
た
や
時
間
単
価

の
見
直
し 

④ 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
要
件
緩

和 

⑤ 

さ
く
ら
の
会
へ
の
補
助
の
在
り
方 

等
に
つ
い
て
審
査
し
、
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

九
月
二
十
六
日
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

於
い
て
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
各
委

員
会
か
ら
特
段
に
指
摘
す
る
事
項
は
な
く
適
切

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
結
審
し

ま
し
た
。 

   

◎
種
子
法
復
活
に
つ
い
て 

「
主
要
農
作
物
種
子
法
の
復
活
等
を
も
と
め

る
請
願
」
が
あ
り
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
国
お
よ
び
県
に
復
活
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
由

は
本
市
の
農
家
は
も
と
よ
り
県
内
農
業
に
も
大

き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

島
根
県
内
の
米
の
種
子
の
８０
％
は
雲
南
圏
域

（
雲
南
市
は
４６
％
）
の
優
秀
な
農
家
か
ら
が
採

種
・
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
子
法
が
廃
止
さ
れ

る
と
島
根
県
に
適
し
た
種
子
が
生
産
さ
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、

大
手
種
苗
メ
ー
カ
ー
に
種
子
が
独
占
さ
れ
る
こ

と
や
特
許
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
百
条
委
員
会
設
置
に
つ
い
て 

「
奇
麗
な
さ
く
ら
を
咲
か
せ
る
会
」
か
ら
、
さ

く
ら
の
会
の
役
員
人
事
等
を
巡
り
、
真
相
究
明
が

必
要
だ
と
し
て
百
条
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う

陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
終
日
の
本
会
議
に
追
加
議
案
と
し
て
、
百
条

委
員
会
の
設
置
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
反
対
多

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

                    

 

加
茂
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
14
の
自
主
組
織

が
合
併
し
て
で
き
た
本
市
で
最
大
規
模
の
自
主

組
織
の
拠
点
施
設
で
す
。
も
と
も
と
「
な
か
よ
し

ホ
ー
ル
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
に
入
居
し

て
い
る
た
め
手
狭
な
う
え
、
本
来
の
「
な
か
よ
し

ホ
ー
ル
」
の
活
動
も
窮
屈
な
状
態
で
し
た
。 

加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
も
再
三
に
わ

た
り
拠
点
整
備
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
市
長
の
施
政
方
針
で
新
拠
点

の
整
備
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
建
設
に
向
け
た
基
本

設
計
に
要
す
る
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
、
い
よ
い

よ
令
和
三
年
の
建
設
に
向
け
事
業
が
動
き
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

詳
細
は
今
後
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
現
時
点
の
構
想
で
は
加
茂
総
合
セ
ン
タ

ー
の
敷
地
内
の
南
側
に
約
８
百
㎡
規
模
の
建
物

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

請
願
・
陳
情 

九
月
定
例
会 
9/5
～
9/30 
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な
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問 清
嵐
荘
は
十
一
月
十
九
日
オ
ー
プ
ン
す
る
。
直

近
の
予
約
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

八
月
二
十
八
日
現
在
、
来
年
の
十
一
月
ま
で
の

予
約
が
２
百
１１
件
、
１
千
８
百
８０
人
の
宿
泊
予

約
が
入
っ
て
い
る
。 

問 宿
泊
予
約
を
月
別
に
表
し
た
の
が
左
表
（
白
抜

き
棒
が
予
約
可
能
数
、
棒
が
予
約
実
績
、
折
れ
線

が
部
屋
稼
働
率
）
。 

                      

コ
ン
サ
ル
に
よ
れ
ば
部
屋
稼
働
率
が
四
割
程

度
で
ペ
イ
す
る
と
の
こ
と
だ
が
予
約
は
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
。
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

指
定
管
理
を
す
る
吉
田
ふ
る
さ
と
村
は
初
め

か
ら
１００
％
は
難
し
い
、
慣
ら
し
運
転
を
し
な
が

ら
徐
々
に
上
げ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。 

問 

１８
億
７
千
万
円
の
巨
費
を
投
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
開
業
に
向
け
た
準

備
は
万
全
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

８
月
末
現
在
、
正
規
職
員
１５
名
の
と
こ
ろ
１５

名
の
採
用
が
決
ま
っ
た
。
臨
時
的
な
非
正
規
雇
用

は
１８
名
中
３
名
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
今
後
も
確

保
に
努
め
て
い
く
。 

     
問 本

市
の
農
業
は
産
業
と
い
え
る
か
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

農
業
は
経
済
活
動
で
あ
る
一
面
、
地
域
社
会
に

根
差
し
地
域
の
環
境
や
景
観
を
保
全
す
る
活
動

で
も
あ
る
。
中
山
間
地
域
で
は
特
に
こ
の
視
点
も

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市
の
農
家
の
９

割
が
農
産
物
を
販
売
し
な
い
自
給
的
農
家
、
農
業

以
外
の
収
入
に
依
存
す
る
第
二
種
兼
業
農
家
と

な
っ
て
い
る
。 

問 小
農
の
理
念
に
は
共
感
す
る
が
小
農
で
生
活

が
で
き
る
か
。 

答
（
市
長
） 

本
市
に
は
３
千
９
百
戸
の
農
家
が
あ
り
、
そ
の

１
割
が
専
業
農
家
と
第
一
種
兼
業
農
家
、
残
り
９

割
が
第
二
種
兼
業
農
家
と
自
給
農
家
と
な
っ
て

い
る
。
全
国
的
に
見
て
も
９９
％
が
小
農
で
あ
る
。

圃
場
整
備
や
日
本
型
直
支
払
制
度
、
農
業
農
村
基

盤
整
備
事
業
な
ど
を
取
り
入
れ
、
地
域
、
生
活
、

農
地
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
小

農
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
国
の
施
策
を
望
む
。 

問 兼
業
農
家
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
農
業
以
外

の
収
入
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
市
長
） 

本
市
の
農
地
台
帳
面
積
の
う
ち
９
百
２０
㏊
は

二
度
と
農
地
に
返
せ
な
い
不
耕
作
地
。
こ
れ
以
上

不
耕
作
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
利
用
権
設
定
や

圃
場
整
備
、
担
い
手
の
育
成
が
必
要
。
農
業
は
地

域
を
挙
げ
て
取
り
組
む
事
業
で
、
地
域
自
主
組
織

が
何
ら
か
の
形
で
農
業
に
か
か
わ
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。 

問 農
業
や
畜
産
分
野
に
も
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
用
が
必
要
だ
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

ワ
イ
ン
や
卵
、
ス
パ
イ
ス
、
お
茶
な
ど
農
業
部

門
を
持
つ
企
業
な
ど
に
商
品
開
発
や
設
備
導
入

の
支
援
が
あ
る
。
加
工
品
の
製
造
・
販
売
に
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
も
関
わ
っ
て
い
く
。 

問 神
原
企
業
団
地
の
誘
致
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

こ
れ
ま
で
現
地
視
察
し
た
企
業
は
４
社
あ
る

（
が
、
成
約
に
至
っ
た
企
業
は
な
い
）
。 

問 出
雲
市
は
企
業
団
地
計
画
を
複
数
進
め
て
い

る
。
進
出
企
業
と
し
て
も
分
譲
地
の
在
庫
が
な
い

こ
と
に
は
検
討
を
進
め
よ
う
が
な
い
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

将
来
的
な
計
画
を
整
理
し
、
神
原
企
業
団
地
の

二
期
目
以
降
の
整
備
を
進
め
る
。 

問 雲
南
市
中
小
企
業
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
五

年
目
を
迎
え
た
。
ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め
た
か
、

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
か
。
企
業
誘
致
も
大
切
だ

が
既
存
の
中
小
企
業
の
発
展
も
重
要
だ
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

地
場
産
業
の
振
興
、
販
路
開
拓
支
援
、
事
業
承

継
、
企
業
誘
致
等
の
専
門
員
を
配
置
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。 

問 松
江
市
玉
湯
町
の
義
務
教
育
学
校
と
な
る
「
ま

が
た
ま
学
園
」
は
木
造
建
築
で
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
所
見
は
。 

答
（
教
育
長
） 

木
の
も
つ
教
育
効
果
は
高
い
と
認
識
し
て
い

る
。
条
件
が
許
せ
ば
市
内
学
校
の
木
造
化
を
検
討

し
た
い
。 

問 本
市
の
公
共
施
設
で
市
産
材
の
活
用
が
進
ま

な
い
。
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
、
利
用
し
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。 

答
（
副
市
長
） 

木
材
市
場
が
な
い
こ
と
、
需
要
が
集
成
材
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
製
材
所
が

な
い
、
等
で
市
産
材
を
使
い
づ
ら
い
。
市
内
の
現

状
を
踏
ま
え
て
段
階
的
に
進
め
て
い
く
。 

問 現
状
は
分
か
る
が
や
り
方
に
も
工
夫
の
余
地

が
あ
る
。
例
え
ば
、
材
工
分
離
発
注
、
債
務
負
担

行
為
の
設
定
な
ど
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
も
対
応

で
き
る
は
ず
だ
。 

答
（
副
市
長
） 

指
摘
の
あ
っ
た
「
ま
が
た
ま
学
園
」
に
は
大
き

な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
木
材
調
達
に
三
年
く
ら

い
の
年
月
を
か
け
、
そ
の
後
建
築
工
事
を
進
め
る

（
材
工
分
離
発
注
）
こ
と
に
な
る
の
で
一
般
の
公

共
施
設
の
発
注
と
は
異
な
る
。
松
江
市
の
取
り
組

み
事
例
を
参
考
に
進
め
て
い
く
。 

問 大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
こ
ぞ
っ
て
木
造
高
層
ビ
ル

を
手
掛
け
始
め
て
い
る
。
木
材
に
付
加
価
値
を
つ

け
る
意
味
で
木
材
版
の
六
次
産
業
化
が
必
要
だ
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

六
次
産
業
化
の
視
点
は
必
要
だ
。
一
方
、
市
内

林
業
、
木
材
関
係
者
の
方
向
性
共
有
や
体
制
整
備

が
前
提
と
な
る
。 

 

三
年
連
続
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
が
誕
生
し

ま
し
た
。
十
数
年
前
、
飛
来
し
（
交
流
人
口
の
増

加
）
三
年
前
か
ら
営
巣
（
Ｉ
タ
ー
ン
、
社
会
人
口

の
増
加
）
、
ひ
な
が
ふ
化
（
自
然
人
口
の
増
加
）

し
ま
し
た
。
雲
南
市
が
豊
か
な
自
然
と
安
心
安
全

な
地
域
だ
か
ら
と
い
え
ま
す
。
そ
の
雲
南
市
で
は

イ
ノ
シ
シ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
増
加
す
る
の
に
、
な

ぜ
人
間
（
人
口
）
は
減
る
の
か
。
人
間
は
自
然
界

の
動
物
と
違
い
産
業
と
い
う
営
み
が
あ
る
か
ら

で
す
。
や
は
り
人
口
の
維
持
・
増
加
に
は
産
業
の

振
興
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

清
嵐
荘
に
つ
い
て 

産
業
振
興
に
つ
い
て 

 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 


